
 

令 和 ６ 年 ５ 月 １ ０ 日 

国土交通省東北地方整備局 

成 瀬 ダ ム 工 事 事 務 所 

   

国土交通省東北地方整備局では、雄物川流域の洪水被害の軽減、既得用水の補給など

流水の正常な機能の維持、かんがい用水の補給、水道用水の補給、発電を目的に成瀬ダ

ム建設事業を進めています。 

今般、成瀬ダム建設事業について、特定多目的ダム法第４条に基づく基本計画の変更

（工期および事業費の変更）に向け、５月１０日付けで地方負担の負担者である秋田県

知事並びに、ダム使用権の設定予定者である湯沢市（水道）、横手市（水道）、大仙市（水

道）および秋田県（発電）への意見聴取を開始したのでお知らせします。 

 

（添付資料） 

○ 別紙 成瀬ダムの建設に関する基本計画（第 4回変更）【案】について 

 

 

 

 

 

 

発表記者会：秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社大曲支局・湯沢支局 

日刊秋田建設工業新聞、建設新聞社秋田支局 

  

成瀬ダムの建設に関する基本計画（第 4回変更）に向けた 

秋田県知事等への意見聴取 

問い合わせ先 

国土交通省 東北地方整備局 成瀬ダム工事事務所 

〒019-0801 秋田県雄勝郡東成瀬村田子内字宮田９７－１ 

電話番号：０１８２－２３－８４５０(代表) 

副 所 長 菅原
すがわら

 崇之
たかゆき

 （内線２０４） 

国土交通省では、成瀬ダム建設事業について、特定多目的ダム法に基づく基本計画の

変更に向け、秋田県知事等への意見聴取を開始しました。 

今回の変更は、工期および事業費を変更するものです。 



 

 別紙  

 

成瀬ダムの建設に関する基本計画 

（第４回変更）【案】について 

 

○変更案の概要 

・工期を令和８年度から令和９年度に１年間延伸 

・事業費を約2,230 億円から約2,600 億円に約 370 億円増 

 

○変更理由 

（１）  働き方改革関連法に基づく労働条件を考慮した適切

な工期の確保により、工期の変更が必要となりまし

た。 

（２） 基本計画第3回変更以降に生じた社会的要因の変化お

よび現場条件の変化等による変更が必要となり、コ

スト縮減の工夫をしてもなお、事業費の変更が必要

となりました。 

  



 

 

【参考】 

1.事業概要 

建設予定地：雄物川水系成瀬川（秋田県雄勝郡東成瀬村椿川） 

目的：（１）洪水調節 

（２）流水の正常な機能維持 

（３）かんがい 

（４）水道（湯沢市、大仙市、横手市） 

（５）発電（秋田県） 

 

2.経過 

 昭和５８年 ４月 実施計画調査着手（秋田県） 

 平成 ３年 ４月 国直轄事業に移行 

 平成 ９年 ４月 建設事業着手 

 平成１３年 ５月 基本計画告示 総事業費：約 1,530 億 工期：平成 29年度 

 平成１３年１０月 下流工事用道路工事着手 

 平成１５年 ３月 用地補償基準妥結 

 平成２０年 １月 「雄物川水系河川整備基本方針」策定 

 平成２２年 ９月 ダム事業の検証に係る検討について国土交通大臣から指示 

 平成２５年 １月 ダム事業の検証に係る対応方針決定（事業継続） 

 平成２６年 ３月 基本計画（第１回変更）告示 総事業費：1,530 億円 

                           工期：平成 36年度 

 平成２６年１１月 「雄物川水系河川整備計画（大臣管理区間）」策定 

 平成２９年 ４月 「雄物川水系河川整備計画（大臣管理区間）」変更 

 平成２９年 ９月 基本計画（第２回変更）告示 ダム形式変更 

 平成３０年 ９月 本体工事着手 

 令和 ３年 ９月 基本計画（第３回変更）告示 総事業費：2,230 億 

                            工期：令和 8年度 

 

3.進捗状況（令和 5年度末時点） 

 事業費：現行基本計画約 2,230 億円に対し、約 1,706 億円支出 

      （約 76.5％※事業費ベース） 

 用地等：用地 99％取得、家屋移転 100％ 

 工 事：本体工事（基礎掘削完了、本体打設 85％） 

     付帯道路（付替国道 100％完成・林道 95％完成） 

 

 


